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【禁忌（次の患者には投与しないこと）】
カテコールアミン（アドレナリン，イソプロテレノール，ドパ
ミン等）を投与中の患者（「相互作用」の項参照）

【組成・性状】
１．組　成
ヱフェドリン「ナガヰ」錠25mgは，１錠中エフェドリン塩
酸塩25mgを含有する。
添加物として乳糖，トウモロコシデンプン，タルク，ステア
リン酸マグネシウムを含有する。

２．製剤の性状
本品は片面に割線を有する白色の素錠である。

【効能・効果】
下記疾患に伴う咳嗽
気管支喘息，喘息性（様）気管支炎，感冒，急性気管支炎，慢性
気管支炎，肺結核，上気道炎（咽喉頭炎，鼻カタル）
鼻粘膜の充血・腫脹

【用法・用量】
r-エフェドリン塩酸塩として，通常成人１回12.5～25mg（1／2
～１錠）を１日１～３回経口投与する。
なお，年齢，症状により適宜増減する。

【使用上の注意】
１．慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）
L１ 甲状腺機能亢進症の患者［甲状腺機能亢進症が悪化するお

それがある。］
L２ 高血圧症の患者［本剤には血圧上昇作用がある。］
L３ 心疾患のある患者［本剤には心刺激作用がある。］
L４ 糖尿病の患者［血糖が上昇するおそれがある。］
L５ 緑内障の患者［眼圧が上昇するおそれがある。］
L６ 前立腺肥大症の患者［排尿障害が悪化するおそれがある。］
２．重要な基本的注意
L１ 用法・用量どおり正しく使用しても効果が認められない場

合は，本剤が適当でないと考えられるので，投与を中止す
ること。
なお，小児に投与する場合には，使用法を正しく指導し，
経過の観察を十分に行うこと。

L２ 過度に使用を続けた場合，不整脈，場合によっては心停止
を起こすおそれがあるので，使用が過度にならないように
注意すること。

３．相互作用
L１併用禁忌（併用しないこと）

L２併用注意（併用に注意すること）

４．副作用
本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査を
実施していない。

L１ 重大な副作用（頻度不明）
重篤な血清カリウム値の低下
β2-刺激剤により重篤な血清カリウム値の低下が報告され
ている。また，β2-刺激剤による血清カリウム値の低下作
用は，キサンチン誘導体，ステロイド剤および利尿剤の併
用により増強することがあるので，重症喘息患者では特に
注意すること。さらに，低酸素血症は，血清カリウム値の
低下が心リズムに及ぼす作用を増強することがある。この
ような場合には，血清カリウム値をモニターすることが望
ましい。

L２ その他の副作用

注：このような症状があらわれた場合には，投与を中止すること。

貯　　法：室温保存
使用期限：外箱等に表示の使用期限内に使用すること

日本標準商品分類番号
872221

承 認 番 号 21400AMZ00582000
薬 価 収 載 2002年９月
販 売 開 始 2009年２月

気管支拡張・鎮咳剤

日本薬局方　エフェドリン塩酸塩錠
ヱフェドリン「ナガヰ」錠25M

EPHEDRIN“NAGAI”

販売名
形　　　状

重量（g）直径（a）厚さ（a）

ヱフェドリン「ナガヰ」
錠25mg

本体コード

521

頻　度　不　明

循　環　器 心悸亢進，血圧上昇

泌　尿　器 排尿困難

過　敏　症注） 発疹

そ　の　他 口渇

精神神経系 頭痛・頭重，振戦，不眠，めまい，発汗，神経過
敏，脱力感

消　化　器 悪心・嘔吐，食欲不振

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

カテコールアミン　　
アドレナリン　　　
ボスミン

イソプロテレノ
ール
プロタノール等　

ドパミン等

不整脈，場合によ
っては心停止を起
こすおそれがある。

併用により交感神
経刺激作用が増強
される。

2009年２月作成（第１版）

再評価結果 1976年10月

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

モノアミン酸化酵
素阻害剤
甲状腺製剤
レボチロキシン，
リオチロニン等

本剤の作用が増強
されるおそれがあ
るので，減量する
など慎重に投与す
ること。

併用により交感神
経刺激作用が増強
される。

キサンチン誘導体　　
テオフィリン，
ジプロフィリン等　　
ステロイド剤　　
プレドニゾロン，
ベタメタゾン等　
利尿剤
フロセミド，
ヒドロクロロチ
アジド等

血清カリウム値が
低下するおそれが
あるので，血清カ
リウム値をモニタ
ーするとともに，
減量するなど注意
すること。（「副作
用」の項参照）

併用により血清カ
リウム低下作用が
増強される。

長期連用注） 不安，幻覚，妄想を伴う精神症状

０．２５ ９．５ ３．２ 

５２１ 



210
29
7

ト ラ ッ プ スミ 
色 

調 

MC制作日 エフェドリン「ナガヰ」錠25mg 能書 品 名 
H21.01.27 （ ） 

0000-0000-00本コード 角度 
AC作業者印 校 

４校 0140H0109761仮コード APP.TBgper4

裏 天 

井
澤 

Ｍ 

a4

５．高齢者への投与
減量するなど注意すること。［一般に高齢者では生理機能が
低下している。］

【薬 物 動 態】
１．血漿中濃度1）

（喘息患者（外国人），r-エフェドリン塩酸塩22mg１回経口投
与）

２．排泄経路および排泄率2）

L１　排泄経路
主として尿中

L２　排泄率
投与後24時間までの尿中排泄率は投与量の87.5％で，その
内訳は，エフェドリンが77.2％，ノルエフェドリンが4.0％，
馬尿酸が6.3％であった。（健康成人，重水素標識r-エフェ
ドリン塩酸塩49.5mg１回（承認範囲外用量）経口投与）

【薬 効 薬 理】
１．気管支拡張作用3）

アセチルコリンおよびヒスタミンによるモルモット摘出気管
筋の収縮に対し，緩解作用を示す。

２．鼻粘膜血管収縮作用4）

麻酔イヌを用いた実験で，鼻粘膜血管・鼻粘膜を収縮し，鼻
腔容積を拡大させる。

【有効成分に関する理化学的知見】
一般名：エフェドリン塩酸塩（Ephedrine Hydrochloride）
化学名：（1R，2S）-2-Methylamino-1-phenylpropan-1-ol

monohydrochloride

分子式：C10H15NO・HCl
分子量：201．69
性　状：白色の結晶または結晶性の粉末である。

水に溶けやすく，エタノール（95）にやや溶けやすく，酢
酸（100）に溶けにくく，アセトニトリルまたは無水酢酸
にほとんど溶けない。

融　点：218～222℃

【包　　　装】
ヱフェドリン「ナガヰ」錠25M

30錠（バラ）
120錠（バラ）
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日医工株式会社　お客様サポートセンター
〒930‐8583 富山市総曲輪１丁目６番21
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Fax（076）442-8948
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